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東アジアにおける植物生育期間の年々変動が熱・水・炭素収支に及ぼす影響の解析
山本普・三枝信子・蒲生稔（産業技術総合研究所環境管理研究部門）
1 . はじめに
日本列島氏は中部山岳地から東北、北海道にかけて落葉樹林が広がっている。そしてそ
れは朝鮮半島、中国北東部、沿海地方に連なるユーラシア大陸東部の温帯務葉樹林帯の一
部を成している。
産総研（旧資環研）では、岐阜県高山市の務葉広葉樹林（二次林）で熱・水・ CO2フラ
ックスの長期観測を行い、気象条件の季節変動・年々変動と森林の熱収支・炭素収支の．関
係を調査している。今回はL落葉樹林の生育期間の年々変動に注目し、生育期間が実際ど
れだけ変動しているか、その変動はどのような気象条件に強く影響を受けているかについ
て地上観測から調べた。また、衛星による正規化された植生指数（NDVI）は数穏類、一般
に公開されており、容易に利用できる。そこで、 NDVIが増減する時期はブェノロジーが変
化するところであり、 NDVIが増減する時期を摘出するとしづ定性的な使い方から、生育期
間などのフェノロジーの水平および年々変化を調べてみた。
2.観測データと結果
業面積指数（LAI)の地上測定の結果、展薬開始日が年によって 20日以上も変動してい
ることがわかった。各年の展業開始日（LAIが0.8を越えた町、消雪日（岐阜大学データ・
林外）、積算温度（日平均気温5℃以上）が 250degree.day を越えた日、観測サイトを
含む領域約8×8kmにおけるpathfinderのNOVIが0.5を越えた日を調べると高山サイト
では、積算温度＞250となる日、およびNDVI>O.5となる日が展葉開始日とよく似た年々
変動を示すことがわかった。
そこから、日本周辺のNOVIデータを用いて、展葉開始日のめやすとしてNOVIが閥値（0.5) 
を越えた日を求めた。その結果、日本列島の落葉樹林帯にほぼ重なる領域において、 1998
年には120～140日目、1999年には140～160日目に展葉が起こったことが予想された。1998
年展葉が IO～20日早い傾向は、地上測定の結果と一致する。さらに、この 1998年の早期
の展葉が東アジアの落葉樹林で一斉に生じたことが示された。 NOVIが急激に立ち上がる時
期を水平分布でみれば、さくら前線や紅葉前線のように、展葉（開業）前線なるものを作
成することができる。
3. まとめ
高山における展葉時期は、春の気温（積算温度）に強く影響を受け、年により 20日以上
も変動している事がわかった。さらに落葉林の展業時期は、日本の中国地方から北海道ま
で、さらには東アジアの広い領域で一緒に変動している事が予想されたロ今後は衛星、ア
メダスやフラックスのデーータを使い、東アジアの広域での森林の生育期間と気温の関係、
生育期間と年間CO2吸収量の関係等を明らかにしたい。
［謝辞］
画像処理で前田高尚さん、 NOAAデータ処理について、今須亮ーさんにお世話になりました。
高山データの提供と助言を、山本晋さん、村山昌平さん、近藤裕昭さんから戴きました。消雪
データは岐阜大学流域環境研究センターに提供して戴きました。ここに感謝します。
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タワ｝観樹による CO2フラyクスの年々変動と植物生育期間の関係
高山での地上LAI灘定と人工衛星悶VI解析結果の比較，
問刊による東アジア地域での植物生育期間（展葉期）広域解析の事例
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まとめ
業面積指数（LAI)の地上測定の結果、展葉開始日が年によって20日以上も変動
している。
高山サイトでは、積算温度＞250となる日、およびNDVI>O. 5となる日が展薬開
始日とよく似た年々変動をしている。
日本周辺のNDVIデ｝タを用いて、展葉開始日のめやすとしてNDVIが開催（0.6)' 
を越えた日から、日本列島の落葉樹林帯の領域において、 1998年には120～140
日目、 1999年には 140～160日自に展葉が起こったことが推定される。
この 1998年の早期の展葉が東アジアの落葉樹林で一斉に生じている白
• NDVIが急激に立ち上がる時期を水平分布でみれば、さくら前線や紅葉前線の
ように、展葉（開葉）前線なるものを作成することが可飽となる。
今後は衛星、アメダスやブラックスのデ｝タを使い、・東アジアの広域での森林
の生育期間と気温の関係、生育期間と年間CO2吸収量の関係等を明らかにしたい
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